
保護者の信頼を集める１０のポイント
～ 「守り」の保護者支援と「攻め」の保護者支援 ～

合同会社サンクスシェア
代表社員 田中 さとる

R５.１１.１６ ハピネスキッズ

https://www.thanksshare.jp/115937.html


【なぜ保護者対応？】
１ 総則

(１) ガイドラインの趣旨

(２) 放課後等デイサービスの基本的役割

○ 子どもの最善の利益の保証

○ 共生社会の実現に向けた後方支援

 ○ 保護者支援

① 子育ての悩み等に対する相談を行うこと

② 家庭内での養育等についてペアレント・トレーニング等活用しながら

子どもの育ちを支える力をつけられるよう支援すること

③ 保護者の時間を保障するために、ケアを一時的に代行する支援を行うこと

(３) 放課後等デイサービスの提供に当たっての基本的姿勢と基本活動

(４) 事業所が適切な放課後等デイサービスを提供するために必要な組織運営管理

【ペアレントトレーニング】

発達障害者の親が自分の子どもの行動を理
解したり、発達障害の特性をふまえた褒め方
やしかり方を学ぶための支援。

（厚生労働省：発達障害者支援施策の概要より）

放課後等デイサービスガイドラインより
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【なぜ保護者対応？】

どのような保護者対応に困っていますか？

☐ 子育て一般

☐ 障がいに関する相談

☐ 発達のつまずき相談

☐ 言葉のつまずき相談

☐ 子どもの疾病の相談

☐ 子どもの養育相談

☐ 子どもの障がい受容

☐ 子どもへの虐待、ネグレクト保護者

☐ 保護者自信の悩み相談

☐ 夫婦、家庭内問題の相談対応

☐ 精神疾患がある保護者

☐ 約束を守れない保護者

☐ 保護者間のトラブル対応

☐ 経済問題を抱える保護者

☐ 連絡がとれない保護者

子育て相談対応 気になる保護者対応
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【放デイが保護者の信頼を集める10のPoint】

『守り』の保護者対応

Point １ 面談時の対応

Point ２ 連絡ノートでの情報交換

Point ３ 送迎時の引継ぎ

Point ４ 電話連絡時の対応

Point ５ ペアレント・トレーニング

『攻め』の保護者対応

Point ６ 理念や活動内容の発信

Point ７ 成長の結果の伝達

Point ８ 支援デザイン力のアピール

Point ９ タイプ別の対応

Point 10 保護者イベントの企画
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『守り』の保護者対応
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【Point １ 面談時の対応】

☐ 「聴く」に徹しているか？

☐ 「いま、ここで」を認めているか？

☐ 適度に自己開示しているか？

☐ 一緒に考えることを伝えているか？

☐ 「なに？」よりも「なぜ？」を優先しているか？

☐ 相談していいんだと思ってもらえているか？

※ インフォームド・コンセントできているか？

☐ 「聴く」に徹しているか？
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【Point ２ 連絡ノートでの情報交換】

☐ 事実を書いているか？

☐ その子の姿を書いているか？

☐ 「支援」と「結果」をセットで書いているか？

☐ 個別支援計画を意識して書いているか？

☐ よくないことは、原則書いていないか？

（よくないことは直接引継ぎOR電話で）

◇ サービス提供の記録としての機能

☐ 「支援」と「結果」をセットで書いているか？
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【Point ３ 送迎時の引継ぎ】

☐ ノートの内容を口頭で伝えているか？

☐ 保護者の相談ごとを引き出しているか？

☐ 本人の新たな情報を引き出しているか？

☐ 保護者と距離感が近くなっているか？

☐ 今日の子どもの成長を伝えているか？

☐ 最近の子どもの成長を伝えているか？

☐ 本人の新たな情報を引き出しているか？
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保護者との連絡 シミュレーション

今日の自由時間の時、みつひこくんとさとるくんがブ

ロックの取り合いをしてけんかになり、みつひこくんが、

さとるくんにブロックを投げたりつかみかかったりして

あばれてしまいました。

みつひこくんを、引き離して、収めようとしましたが、

泣きじゃくって大声を出して、何度もさとるくんに向

かっていくようなことがあって、結局別室で個別対応し

て、クールダウンに１時間かかることがありました。

【場面①】

送迎時にみつひこくんの保護者に引継ぎをします。



【Point ４ 電話連絡時の対応】

～相手側が理解・納得できたか最終確認しながら対応すること～

☐ 伝えるべき事実が相手に確実に伝わったことを確認したか？

☐ 重要時は、前もって箇条書きメモを準備して伝えたか？

☐ 最終的な納得を得る謝罪ができたか？

☐ 事業所として対処できる最善の支援をすでに行っているか？

☐ 事業所として可能な最善の提案を行ったか？

保護者対応の基本場面（①） 事業所側からの謝罪・連絡時

☐ 事業所として対処できる最善の支援をすでに行っているか？
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保護者との連絡 シミュレーション

母：今、子どもが帰ってきてから、「おかあさん、今日

おやつ食べてない。」と言ってきたんですよ。先生に食

べてないことをなかなか言えなかったみたいなんですが、

そもそも、こういう子どもたちを預かっている施設なん

だから、子どもたちがどういう状況で、どんなことに

困っているかなどにちゃんと神経をとがらせていないと

いけないんじゃないんですか？いったい、普段からどう

いう指導をしているんですか？こんなことじゃおやつ代

の支払いは拒否したいと思っています！

【場面②】

帰りの送迎後、保護者から事業所に電話がかかってきました。



【Point ４ 電話連絡時の対応】

～客観的な事実と思い込みを区別しながら訴えの内容を確認すること～

☐ 相手の言い分を最後まで聞き通せたか？

☐ 指導に不行き届きがあったことを謝罪できたか？

☐ 客観的事実のみを正しく伝えることができたか？

☐ その場での最終判断は避けたか？

☐ 事業所側の次の具体的行動を約束できたか？

保護者対応の基本場面（②） 相手からの要望・苦情対応時

☐ 事業所側の次の具体的行動を約束できたか？
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【Point ５ ペアレント・トレーニング】

療育 ☞ 対象：子ども

ペアレント・トレーニング ☞ 対象：親

トレーニングの内容（例）

・ 親子の関係性の悪循環を理解する

・ 子どもの行動の分類

・ 親子の行動の振り返りと適切なかかわり方の学習

・ 上手な指示の出し方の学習

親の行動に視点をあて、親の行動が変わることを目標とする
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『取り組みの組織化』
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保護者対応 ＆ 虐待防止



① 最低限の対応の確認 ➡ マニュアルの作成

・ 考えられるリスクの洗い出しと損害の分析

② マニュアルに沿った実行 ➡ 日々の記録

・ 記録の仕組み（もの こと ひと）

③ 定期的な「振り返り」とマニュアルの「改善」

・ ○○委員会 ○○担当者会議

体制の活用





虐待防止チェックリストチェックしましょう！

定期的にチェックし、「意識」と

「行動」について振り返ること



１ 記入者

２ 対象児者(物)

３ 日時 　　　月　　　日（　　　）　　（　　　）時（　　　）分ごろ

４ 場所･場面 □ フロア　　　□ 学習室　　　　□ トイレ　　　□ 電話

□ 迎え時　　　□ 車内　　　　　□ 到着時　　　□ ノート

□ 活動時（活動内容　　　　　　　　　　）　　  □ 面談

□ 帰り時　　　□ 車内　　　　　□ 送り時

５ 内容 □ 事故　　　　□ けが　　　　　□ ミス

□ 自傷　　　　□ 他傷　　　　　□ 破損　　　　□ 拘束

□ 大声･奇声　 □ 多動(逸脱)　 　□ 興奮(ﾊﾟﾆｯｸ)

６ 虐待 □ 心理的　　　□ 身体的　　　　□ 性的　　　　□ ネグレクト

　 程度 □ 該当　　　　□ 疑い　　　　　□ 発展想定

 　種分 □ 職員　　　　□ 家族等　　　　□ 関係機関等

７ 詳細(対処)

　 苦情等

８ 防止対策等

ヒヤリハットカード



【虐待防止委員会（例）】体制づくり



【委員会の実働案】

例 「保護者支援委員会」 「社内研修委員会」

「虐待防止委員会」 「事業所環境員会」

「イベント・月行事委員会」 など

今回の虐待防止委員会を機に、各種「○○対策委員会」を組織化

（自分たちの事業所を自分たちでつくる）

☐ 各種委員会の定期開催（年に３～４回の開催）

・ ヒヤリハットの常時収集

□ 担当係員（マネジメント役）の選出

□ 年間の計画作成（目標と年間計画の作成） 20



『攻め』の保護者対応
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【Point ６ 理念・活動内容の発信】

☐ 事業所のストレングス（強み）を発信しているか？

☐ 事業所の今後の方向性を発信しているか？

☐ 事業所の将来性について発信しているか？

☐ 事業所での活動内容や趣旨について発信しているか？

☐ 事業所のスタッフの紹介をしているか？

☐ 事業所のスタッフ研修について情報発信しているのか？

☐ 子どもたちに身に付いている成長を発信しているか？

☐ 事業所の将来性について発信しているか？
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【Point ７ 成長の結果の伝達】

☐ 子どもたちの成長を客観的に評価しているか？

☐ 定期的に評価を行い、保護者へフィードバックしているか？☐ 定期的に評価を行い、保護者へフィードバックしているか？

🌎各種検査
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http://www.saccess55.co.jp/hattatu_ichiran_1.html


【Point ７ 成長の結果の伝達】

・120の項目

・各ｶﾃｺﾞﾘ別得点

・15歳まで対応
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【Point ８ 支援デザイン力のアピール】

① 行動問題の発生
を回避する支援力

② 行動問題場面を
発生させて乗り越
えさせる支援力

状況と時期の
適切な見立て

望ましい行動の獲得

☐ 支援デザイン力のコーチングスキルを身に付けているか？

☐ ティーチングスキルを身に付けているか？

☐ カウンセリングスキルを身に付けているか？

☐ 支援デザイン力のコーチングスキルを身に付けているか？

☐ ティーチングスキルを身に付けているか？

☐ カウンセリングスキルを身に付けているか？
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【Point ８ 支援デザイン力のアピール】

・相談支援の

視点を持つ
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① 起きた問題行動を分析する力量

・ 【状況】【きっかけ】【生まれた結果】を洗い出す

② 行動問題がおこらない環境設定をする力量

・ 事前の約束を徹底する

③ 起きてしまった行動問題をできる限り早く収める力量

・ 原因や要因の削除

・ クールダウンスペースの確保

④ 落ち着いたらトラブル処理をする力量

・ 謝罪や仲直り、問題である理由の説明など

・ 今後の約束を決めさせる（決める）

⑤ 約束に沿った対応をする力量

・ 決めた約束を決してスルーしない（すべてのスタッフ）

【Point ８ 支援デザイン力のアピール】
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【Point ９ タイプ別の対応】
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【Point ９ タイプ別の対応】
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【Point ９ タイプ別の対応】
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【Point 10 保護者イベントの企画】

☐ 保護者参加のイベント企画をしているか？

☐ 保護者自身が楽しめる企画があるか？

☐  保護者が学ぶ機会を提供しているか？

☐  いつでも、だれでも、来所してよい雰囲気があるか？

☐ 保護者自身が楽しめる企画があるか？
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https://www.happiness-kakio.com/
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